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(2) 皐丸主卵巣の大きさの比較，殊に白熱戚染虫体について

冨 村 保
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特別掲載

まえがき

Paragonimus ohiraz・Miyazaki,1939 （以下 P.o.と問書

記〉と P.iloktsuenensis Chen, 1940 （以下 P.i.と略

記〉とは相互に近似種であって，被嚢幼虫 encysted

metacercaria （以下 meと略記〉ては区別できるが，成虫

の形態による鑑別は殆んど不可能であるとされている。

それは種の区別点として主視されている皮練の形態，生

え方，卵巣の形態などの種別標徴が相互に酷似している

かbてある。従って，P.o.と P.えの自然例については

動物の捕獲地に meの産地そ結びつけて，種を決定す

るのが至当てあると考えられているようである。 しか

し， cのような方法ては時として種を誤認する危険性が

まlり，さ らに，両種の meが混棲している地方産の自然

例に遭遇したような場合．同定に正確を期することが困

難である。

よって，筆者は meから山発して実験的に得た種々な

る日齢の P.o.とP.えの種別標徴に関する詳細な比較研

究全企てた。すなわち，第1報ては犬感染虫体につき畢

丸と卵巣の大きさの関係を特に比較検討し， P.o.とP.え

は圧平標本によって大俸区別するととが可能であると述

べ之が，虫齢ならびに宿主による変異の有無を確めてお

くととも極めて重要であると信じ，今回は種々なる日齢

の白胤感染虫体について前回同様の比較を試みた。その

TAMOTSU TOMIMURA: The comparative stu-

dies on the specific characters between the two 

species of lung-flukes, Paragonimus ohz"rai Miya-

zaki, 1939 and P. iloktsuenensis Chen, 1940. (2) 

The comparisons of the size of the testes and 

ovary, with special reference to the worms from 

the inoculated white rats (Department of Veter-

inary Scien白， Collegeof Agriculture, University 

of Osaka Prefecture Sakai, Osaka, Japan) 

結果，皐丸と卵巣の比の値および皐丸の形態には向種間

に若干の相異があるのを見極めることができたので，二

とにそれら観察諸所見の大要を記載して御参考に供した

いと思う。

材料と方法

兵庫県円山川産 P.o.の mcと大阪府新淀川産 Rえの

mcの一定数〈前者は25コ，後者は S.d.の肝臓8匹分〉

を各8頭，都合16頭、の白胤c180 g内外〉に試食感染せし

め，感染後15日目，20円日，25日目と65日目まで，期日記旦

って 1頭、づっクロロホルム麻酔致死剖検し，15,20, 25, 

30, 35, 45, 55および65口齢の P.o.と Rえ を作成し

た。とれら 2種の肺吸虫における皐丸と卵巣の大きさに

ついての比較研究には，常に厚さの一定した標本を作成

し，実験に供するのが最も理店！的であろうが，実際問題

として，とれは技術上極めて困難である。よって，筆者は

以下に述べるような方法により，各自齢の P.o.とP.え

を全く同一条件下て圧加固定し，できるだけ注意深く標

本を作成するととによって本研究の目的を達成し得た。

すなわち，試験白胤の腹腔乃至肝組織内（15～25日齢〉，

胸腔内（30日齢〉および肺臓に形成された虫嚢内（35～

65日齢〉 などより食塩水（0.85%,38°0）中に取り出し

た虫体を2枚の載物硝子聞に挟んで圧平する場合，虫体

の両端には常に一定の厚さの紙片〈図書整理カード，丸

善株式会社製〉 を挿入し，ゴムバンドを用い紙片部をで

きるだけ強く縛りつけた。かようにして挿入紙片と略同

等の厚さに圧平された虫体は，ただちに Schaudinn氏

液中に浸潰して固定， hematoxylin単染色を施した後，

法のように脱水，透徹，バルサム封入を行い永久標本と

した。なお，上述の紙片は虫体の発育程度によってその

枚数を加減した。すなわち， 30日齢のものでは両端にそ

れぞれ 1枚宛の紙片を挿入するにすぎなかったが，55日

本研究費の一部は文部省科学研究費（肺吸虫研究班）の補助を受けた。 ζ こに附記して謝意を表します。
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(2) 翠丸面積の比較

各自齢の P.o.と P.えの畢丸面積（planimeterによ

之〉は第 1 図 （＇~示したjffi りである。図示のように， 15,

20, 25, 30, 35, 45, 55および65日齢における P.o.の宰

丸面積（左十右〉の平均佑はそれぞれ 0.062（運庭 0.032

～ 0.093，以下Ci.Lに倣よ），0.196 ( 0.126～ 0.293), 

0.370 ( 0.235～ 0.437 ), 0.663 ( 0.601～ 0.750), 

0.926 c 0.649～ 1. 297)' 1. 393 ( 1.125～ 1.828), 

単位＝mm2

カ，Rι のそnは 2.0, 3.3, 5.9, 9.2, 10.3, 21.0, 

26.4, 32.0 mm2て，両種聞には京干の差異が認められ

る。すなわち，15, 25, 30, 65日l舶においては P.え の

虫体面積が P.o.のそれより若干大きく， とれに反し，

20, 35, 45, 55日齢においては P.o.の虫体面積が Rえ

のそれを多少とも上廻っている 〈附図I～ II)。なお，

長径×l幅径による面積（第2表〉も上述の planimeter

による測定値と略同様の傾向を示している。

( 29 ) 
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第 1図 白鼠感染 R ohiraiと R iloktsuenensis 

の畢丸面積の比較（planimeterによ る測定値）

1. 919 ( 1. 643～ 2.249), 1.932 ( 1.420～ 2.462) 

mm2一方， P.え は 0.075 ( 0.033～ 0.128), 0.204 

c 0.078～ 0.305), 0.612 ( 0.335～ 0.816), 0.005 

c 0.615～ 1.313), 1.145 c 0.814～ 1.446), 1.866 

c 1.535～ 2.335), 2.208 ( 1.864～ 3.120), 2.950 

c 2.127～ 4.332) mm2 11：示し， 15～20日齢ては同n

齢におザと両種の平均値に差異が認められない。が， 25

～65日齢て、は〈ぺJ顕；；守な差異が認められる。すなわち，

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 4号

0.029, 0.089, 0.172, 0.222, 0.452, 0.451, 0.582 

mm2て，間新IIりには計下の差異が認められるc すなわ

ち，各日齢〔25～30日齢を除く〉において，P.o. の卵

巣面積は P.i. ~. 

1司〉。なお，長径×l幅径による面積（第2表〉も上述ι
planimeterによる測定値EH協同様の傾向ヰ：示している。

次に上述の虫体・’r；｛九〈左右〉 ・卵巣の面積の測定

値（第2表〉 任もとにして，向後者の1)/({rに対する百分

比，さらに，翠丸田杭〈左右平均〉／卵巣面積の値を求

め，P.o.と P.i.における皐丸と卵巣の大きさ全相互に

比較した。以下との成績：ごついて述・ 1る。

。.. 
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各日齢 (15～20日齢を除く〉において， Rえは P.o.に 百骨比一 一 一 づ

比し宅丸面積の大きいものが多い傾向がある〈附図E～ 第 2図 白鼠感染 P.ohz'raiとR z"lok tsuenenszs 

I¥）。 の畢丸面積（左十右）の虫体面積に対する百分比の

とわを左右別に見ると， 15, 20, 25, 30, 35, 45, 55 比較（planimeterによる測定値）

およプで65日齢における左皐丸面積（planimeter；とよる〉

の平均値（第2表〉 は，P.o.0.032, 0.095, 0.188, ( 4〕 宰丸面積の虫体面積に対する百分比の比較

0.337, 0.406, 0.679, 0.916, 0.968mmぺ P.えは 各日齢の P.o.と P.z". における畢丸田積（左＋右〉

0.033, 0.108, 0.305, 0.489, 0.557, 0.920, の虫体面積に対する百公比は第2図？と示した通りであ

1. 056, 1. 569mm2，また，右w.：丸面積は P.o.0.030, る。 図示のように，15, 20, 25, 30, 35, 45, 55および

0.106, 0.181, . 0.325, 0.520, 0.713, 1.003, 65日齢における P.o.の＇；；塁丸面積は虫 体而稲のそれぞれ

0.063 mm2, P.i.は 0.038, 0.096, 0.307, 0.415, 3.09 （蓬庭2.00～4.65，以下とl.U士倣う），4.66(3.12～ 

0.587, 0.945, 1.152, 1.38lmm2て， 各口齢（15 7.51),7.30 (4.60～8.15), 8.23 (7 .02～ 10.54), 7 .57 

～20日齢を除、く〉において，P.えの左右両畢丸の面積は (6.52～8.10), 6.11 (4.28～7.81), 6.99 (5.02～8.16), 

P.o.のそれに比し 明らかに大きい傾向を示している。 6.89 (5.29～7 .39) %，一方，P.z；のそJlは3.67(2.86 

が，P.o.<±. P.え と同様，左右両皐丸面積相互間：こは薪 ～6.09), 5.79 (3.25～7 .90), 10.08 (6.83～ 13.13), 

明た差異が認められない。なお，長径×幅径による面積 9.79(6.34～ 12.66), 10.92(8.47～ 12.46),9.00 (7 .12 

〈第2表〉は上述の p1animeterによる測定値と略同様 ～ 11.67), 8.59 (5.55～ 10.68),9.15 (6.57～ 11.04) 

の傾向を示している。 %を示し，同日齢における両者の平均値（15～20円齢そ

( 3）卵巣面積の比較 除く〉にはやや顕著な差異が認めら札る。すなわち，

15, 20, 25, 30, 35, 45, 55および65日齢の P.o. に P.え における畢丸面積の虫体面積に対する百牙比は

お：アる卵巣面積（planimeter によ る〉の平均値〈第2 P.o.のそれに比し，明らかに大きい傾向がある〈ただ

表〉はそれぞれ 0.015,0.067, 0.079, 0.144, 0.264, L，各日齢において冗干の例外あり〉。

0.466, 0.520, 0.643mmヘ一方， P.えのそれは 0.014, ( 5) 卵巣面積め虫体面積に対する百升比の比較

( 30 ) 



昭和 34年 8月 (1959）〕

各自齢の P.o.と P.i：における卵巣面積の虫体面積

に対する百分比〈最大 ・最小 ・平均〉は第8図に示した通

りである。図示のように， 15,20, 25, 30, 35, 45, 55お

よび65日齢の P.o.における卵巣面積は虫体面積のそ.11

ぞれ0.78（蓬庭0.50～1.30，以下とれに倣う），1.57 (0.63 

～3.30), 1.48 (1.17～1.84), 1.95 ( 1.42～2.28), 2.15 

(1.93～2.33), 1.99 (1.58～2 .52), 1.85(1. 58～2.08), 

2.46 (2.03～3.24) %，一方，P.ιのそれはo.72 ( 0.54 

～0.99), 0.84 (0.62～1.02), 1.47 ( 1.01～2.37), 1.82 

(0.87～2.72), 2.12 (1.11～3.02), 2.15 (1.77～2.49), 

ら9Mr41
日 R，帥fsuenensls

一

CJ)・ • 8 ・＂I

.，，最11、 .. 平狩

第 3図白鼠感染 R ohiraiと P.£loktsuenensisの

卵巣面積の虫体面積に対する百分比の比較 (plani-

meterによる測定値）

1. 75 (1.36～2.04), 1.83 (1.41～2.51) %を示し，同日

齢における両種の平均値には若干の差異が認められる。

すなわち， 45日齢以外は P.o.の卵巣面積の百分比が

Pム を心持ち上廻っている。

( 6) 皐丸面積（左右平均〉 ／卵巣面積の値の比較

各日齢の P.o.と P.z. における宰丸面積の卵巣面積

に対する比の値は第4図く左右平均〉および第5図〈左

右別〉ピ示した通りである。以下ζれを planirneterに

よる成績と長径×幅径による成績の 2つに牙けて記裁す

る乙ととする。

i) planirneterによる測定値の比較

第 4図：こ示したように，15, 20, 25, 30, 35, 45, 55 

およむ65日齢の P.o.における宅丸面積 ぞ左右平均〉は

( 31 ) 
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第 4図白鼠感染 R ohiraz"と P.zwktsuenensz"s 

の皐丸面積（左右平均）の卵巣面積に対する比のイ直

の比較（planirneterによる測定値）

卵巣面積のそれぞれ2.05（蓬庭1.22～2.61，以下これに倣

う），1.64 ( 1.13～2.45),2.36 (1.75～3.25), 2.15 (1.64 

～2.72), 1.75 (1.65～2.00). 1.52 ( 1.34～1.97), 1.85 

(1.53～2.22),1.50 (1.29～1.19）倍，一方， Rえのそ

れは2.61(1.65～3.55),3.33 (2.60～3.97),3.52 (2.49 

～4.85), 2.85 (2.02～3.62), 2.78 (1.98～3.80), 2.08 

(1. 74～2.57), 2.44 (2.05～2.88), 2.54 (1.99～3.91) 

倍を示し，同日齢における両者の平均値にはやや顕著な

差異が認められる。すなわち， P.えの畢丸面積は卵巣面

積に比し P.o.のそれよりも明らかに大きい傾向がある。

とれを左右別に見ると（第5図）， 15, 20, 25, 30, 35, 

45, 55および65日齢の P.o.における左皐丸面積は卵巣

面積のそれぞれ2.14, 1.52, 2.46, 2.18, 1.53, 1.49, 

1. 78, 1.50倍， Rえのそれは2.53, 3.53, 3.52, 3.03, 

2.71, 2.04, 2.34, 2.69倍，一方，右畢丸面積は P.o.

1.97, 1. 77, 2.26, 2.11, 1.96, 1.55, 1.93, 1.50倍，

Rえのそれは 2.69, 3.13, 3.52, 2.33, 2.84, 2.12, 

2.54, 2.38倍を示し，各日齢において，P.えの左右両畢

丸面積は卵巣面積に比し， P.o.のそれより明らかに大き

い傾向がある。しかし， P.o.も P.z. と同様，左右両畢

丸面積相互聞には有意の差が認められないようである。

ii)長径×幅径による測定値の比較

第 5図に示したように， 15, 20, 25, 30, 35, 45, 55 

および65日齢の P.o.における畢丸面積〈左右平均〉は

卵巣面積のそれぞれ2.24（左2.22右，2.26),1.87（左1.70,

右1.97),2 .48 c左2.62，右2.35),2.49（左2.44，右2.55),

1.92 c左1.63，右2.21),1.54 c左1.50，右1.59), 1.99 

（左1.93，右2.04), 1.58 c左1.50，右1.64）倍，また，

P.z".のそれは 2.60（左2.62，右2.58),3.52〔左4.24，右

2.80),3.68 c左3.79，右3.58),3.37 （.左3.63，右3.12),

3.11 ぐ左3.22,右3.00), 1.99 〈左1.88,右2.10),2.49 
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（左2.36，右2.63),2. 

63 ぞ左2.54,右2.73)

倍て、，上述の planim-

eter による測定値の

比較と略同様，各日齢

において，P.z；の皐丸

面積は卵巣面積に比

し，P.o.のそれより明

らかに大きい傾向が

あるO

e•ohirai 同 F干且 t!oklsuenensis 

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 4号

P ohirai 日 P，ι＜tsuen"''' 

次に，虫体と皐丸の I I I I I I ' 

長径および幅径の刊 l同】 15L千二世 Fア「 瓦
値〈第1表〉をもとに ． ． ． ！ 日 ｜ ' • ' :I'll ~ 1~ ： 

(1古川 3 $ l Planimot・r l 2 • 州）・ . ; ; 糊湘生 l 

して，虫体長径／皐丸 乱 調丸 開 右献 帥 砧平均 0 d険
‘（俗；

長径 （左右平均〉，虫体 第 5図白鼠感染 R ohiraiと P.iloktsuenensz・sの左右両畢丸面積の卵巣面積に

幅径／皐丸幅径〈左右 対する比の値の比較

平均〉，さらに，宰丸長径（左右平均〉／皐丸幅径 （左右平

均〉の値を求め，P.o.と Rえにおける皐丸の長径ならび

に幅径を相互に比較した。以下その成績について述べるo

( 7) 虫体長径／畢丸長径 （左右平均うの値の比較

各自齢の P.o.と P.i. における虫体長径の畢丸長径

に対する比の値は第6図に示した通りである。図示のよ

うに，15, 20, 25, 30, 35, 45, 55および65日齢の P.o.

における虫体長径は畢丸長径のそれぞれ8.66（蓮庭6.96

～10.75，以下乙れに倣う），6.95 (5.18～8.49), 6.06 

(4.61～8 .29), 5 .59 ( 4 .88～6.41), 5.61 (4.75～6.37), 

6.17 (4.62～7.71), 5.37 (4.42～6.57), 7 .19 (5.43～ 

10.32）倍，一方，P.えのそれは 7.59(4.89～ 10.06), 

6.23 (4.96～7.79), 4.19 (3.49～4.68), 4.48 (4.11～ 

5.15), 4.43 (3.49～5.27), 4.68 (3.97～5.60), 4.34 

(3.73～4.76), 4.64 (4.13～5.78）倍て，同日齢におけ
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事 6 ~ 白鼠感染 P.ohiγαi Eニ P.iloktsuenensis 
の虫体長径の畢丸長径 （左右平均）に対する比の

値の比較

る両者の平均値(15～20日齢を除く〉にはやや顕著な差異

が認められる。すなわち，畢丸の形態は P.（の方が P.o.

に比し明らかに前後に長い傾向がある〈附図E～町〉。

( 32 ) 

( 8) 虫体幅径／皐丸l幅径〈左右平均〉の値の比較

各日齢の P.o.と P.i. における虫体幅径の畢丸幅径

に対する比の値は第 7図に示した通りである。図示のよ

うに，15, 20, 25, 30, 35, 45, 55および65日齢の P.o.

における虫体｜幅径は皐丸幅径のそ，Jlぞれ6.87（蓬庭5.71 

日 oh•rol
（日 P doKI却 enen sis 
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第 7図 白鼠 感 染 P.ohiraiと P.iloktsuenensis 
の虫体幅径の皐丸幅径（左右平均）に対する比の

値の比較
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～ 10.08，以下とれに倣 J), 5.54 (3.61～6.66), 4.20 

(3.66～4.97), 3.58 ( 2.87～4.24),4.01 (3.62～4.46), 

4.13 (3.65～4.92), 3.77 (2.32～4.48), 3.26 (2.21～ 

4.47）イ九 また，P.乙のそれは5.70(3.76～7.03),5.28 

(3.60～6.14),4.05 (2.88～6.42),3.61 (2.54～5. 74), 

3.53 (3.23～3.94), 4.14 (3.36～5.75), 4.10 (3.36～ 

4.96),3.85 (3.07～4. 71）倍そ示し，同日齢における向

7当の平均値には右下の主：異が認められる。すたわち，

15, 20, 25, 35円齢の P.o.では，ζの比の値が P.i.

よりvや大きく ，とれに反し，30, 45, 55, 65日齢ては

P.えの比の値が P.o. よりペコペコ大きい傾向がある （30,

45, 55および65円荷台における P.o.の皐丸は P.え に比

し，心持ち左右に長い傾向があ之〉。

( 9) 皐丸長径（左右平均〉／事丸幅径 〈左右平均〉

の仰の比較

千ヰ日齢の P.o.と PJ. における雫丸長径の岡市高径に

対する比の値は第8図に示した通りである。図示のよう

に，15, 20, 25, 30, 35, 45, 55および65日齢の P.o.

における宰丸の長径は同幅径のそれぞれ1.52（蓬庭1.30

～1.86，以下とれに 倣 う）， 1.59 (1.07～2.12), 1.43 

(1.29～1.76), 1.42 ( 1.21～1.81), 1.52 ( 1.08～1.86), 

1.59 ( 1.20～2 .14), 1.48 ( 1. 00～1.74), 0.98 (0.51～ 

1.33） イ九 また， P.z~ のそれは1.56 ( 1.31～2.02), 1.69 

(1.31～2.09), 2.01 (1.17～3.21), 1.75 (1.18～2.67), 

1.79 ( 1.32～2.48), 1.81 ( 1.46～2.63), 1.95 (1.74～ 

2.34), 1.86 (1.40～2.50）倍て＼ 同日齢における阿南の

平均値（15～20日齢を除く〉には，＇（f下の芹異が認められ

る。すなわち，P.z：の事丸の長径はii届径に比し，P.o.

のそれより大きい傾向がある。

但.. 
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第 8図白鼠感染 P.ohiraiと R iloktsuenensis 
の皐丸長径（左右平均）の同幅径（左右平均） l'C 

対する比の値の比較

考察

( 1) 宰丸と卵巣の大きさの関係

15～65日齢の P.o.および P.z：それぞれ50コ宛都合

485 

100個体について，翠丸而me左＋右〉 の虫体面積に対

する百介比ならびに卵巣市積の虫俸面積に対する百分比

を求め， とれらの 性質による両種の比較を試みたと ζ

ろ，皐丸田積の比においては，P.z：の怖が P.o.より若

干大きい傾向があり，ζnに反し，卵巣商積の虫体面積

に対する比においては，P.o.の値が P.えより心持ち大

きい傾向が認められた。よって，皐丸面積（左右平均〉／

卵巣面積の伯売求め両楕の比較を試ムると，その業が一

周顕著になり，比の杭は P.z.の方が P.o. に比し明ら

かに大きい傾向を示している。

今，P.o.,P.え同種間（15～20円齢を除く 〉に有意差

が認りられた雫丸面積〈左＋右〉の虫（本面積に対する百分

比および宰丸而杭〈左右平均〉／卵巣面積のイ1filを一括して

示せば，第 3表の）illりてホる。表示のように，少数の例外

(P.o.と近似怖の P.え士た，P.i.と似値の P.o.）を除

大多数例におけ之常丸面引の虫体面積に対する円分比

は，25,30, 35, 45, 55および65円齢の P.o.(38コrr36コ〉

がそ.！［ぞれ4.60～8.15,7.02～8.84,6.52～8.10, 4.28～ 

6.74, 5.02～8.16, 5.29～7.39%であるのに対し，P.え

( 38コ中33コ〉は（）.87～ 13.13, 8.93～ 12.66, 8.47～ 

12.46, 7.12～ 11.67, 8.36～ 10.68, 7 .89～ 11.04%, 

向車丸面積の卵巣而和に対する比の値は，25,30, 35, 

45, 55および 65口齢の P.o.(38コ中 33コ〉 が 1.75～ 

2.45, 1.64～2.31, 1.65～2.00, 1.34～1.54, 1.53～ 

2.09, 1.29～1.79併であるのに対し，P.え（38コ中33コ〉

は2.83～4.85, 2.33～3.62, 2.05～3.80, 1.74～2.57, 

2.27～2.88, 1.¥)9～3.91倍て＼同日齢における向穐の比

の値には明らかえ差異が認められた。すなわち，上述の

ように，各日齢において少数の例外が認められるとはい

え，P.o.と P.えの同組は事丸面積（左＋右〉 の虫体面

積ヒ対する百分比， さらに，皐丸面和ぐ左右平均〉／卵

巣面積の値において，やや顕：芹な差異がある というポ突

を知るζ とができた。

なお，長径×l幅径による宅丸面積 （左右平均〉／卵巣

面積の値も，上述の planimeterによる測定値と略同様

の傾向を示したが，個々の比のf直を仔細に検討すると，

なかには両者｜！日に若干の差異が見られるものもある。 従

って，とれにより宮丸と卵巣；の大きさの大体の関係が覗

い得ても，宰ー丸・卵巣両面積の真の関係を究明したとと

にならないのはいうまでもない。

(2) 雫丸の形態

各口齢における P.o.と P.え の皐丸の形態は附図E

および町に示した通りであり， P.o.の畢丸は概して前後

( 33) 



486 〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 4号

第 3表 白鼠感染 P.ohiraiと P.iloktsuenensisの相異点（皐丸と卵巣の大き さの比較に よる）

虫 虫体面積／皐丸面積（左＋右）（%） 皐丸面積（左右平均）／卵巣面積（倍） 虫体長径／皐丸長径（左右平均）（倍）
喧種
日 平均 全例 大多数例 平均 全例 大多数例 平均 全例 大多数例

25{P.o. 7.30 4.60～ 8.]5 4.60～ 8.] 5 2.36 1.75～3.25 1.75～2.45 6.06 4.37～8.29 5.23～8.29 

P.z. 10.08 6.83～13.13 9.87～13.] 3 3.52 2.49～4.85 2.83～4.85 4.J9 3.49～4.68 3.49～4.68. 

30f P.o. 8.23 7.02～10.54 7.02～ 8.84 2.15 1.64～2.72 1.64～2.31 5.59 4.88～6.41 5.31～6.41 

P.え 9.79 6.34～12.66 8.93～12.66 2.85 2.02～3.62 2.33～3.62 4.48 4.Jl～5.51 4.11～5.]5 

35｛~·0· 7 .57 6.52～ 8.10 6.52～ 8.10 1. 75 1.65～2.00 1.65～2.00 5.61 4.75～6.37 5.42～6.37 

え J0.92 8.47～］2.46 8.47～12.46 2.78 1.98～3.80 2.05～3.80 4.43 3.49～5.27 3.49～5.27 

45｛~·0· 6.11 4.28～ 7.81 4.28～ 6.74 1.52 1.34～1.97 1.34～J.54 6.17 4.62～7.71 6.09～7.71 

乙 9.00 7.]2～1J .67 7 .12～1J .67 2.08 1.74～2.57 1.74～2.57 4.68 3.97～5.60 3.97～5.60 

55{P.o. 6.99 5.02～ 8.16 5.02～ 8.16 1.85 1.53～2.22 J.53～2.09 5.37 4.42～6.57 4.85～6.57 

P.i. 8.59 5.55～J0.68 8.36～10.68 2.44 2.05～2.88 2.27～2.88 4.34 3.73～4.76 3.73～4.76 

65f P.o. 6 89 5.29～ 7.39 5.29～ 7.39 1.50 ] .29～J. 79 1.29～1.79 7 .19 5.43～10.32 5.43～10.32 

P.i. 9.15 6.57～11.04 7 .89～11.04 2.54 1.99～3.91 1.99～3.91 4.64 4.13～5.78 4.13～4.96 

に短かく ，やや左右に長い傾向を示し， とれに反し，

P.えの皐丸は P.o.に比し明らかに前後に長い特徴のあ

ることが認められた。乙の所見のま：づけをせんがため，

両種の虫体長径の皐丸長径〈左右平均〉に対する比の値の

比較を試みたが，その成績もまた P.えの畢丸は P.o.の

それに比し明らかに前後に長い傾向井と示し，この特徴を

一層強固なものとしている。すなわち，第8表に示した

ように，少数の例外 （P.o.と近似値の P.えまた，P.z：と

近似値の P.o.） があるにせよ， 大多数例における虫体

長径の皐丸長径〈左右平均〉に対する比の値は， 25, 30, 

35, 45, 55および65日齢のP.o.(38コ中32コ〉がそれぞ

れ5.23～8.29, 5.31～6.41, 5.42～6.37, 6.09～7 .71, 

4.85～6.75, 5.43～10.32倍であるに対し， P.え（38コ

中37コ〉は3.49～4.68, 4.11～5.15, 3.49～5.27, 3.97 

～5.60, 3.73～4.76, 4.13～UJ6倍て，同日齢における

両種の比の値に明らかな差異が認めうれるということは

興味深いことである。前項て角述べたように， P.えの翠

丸面積が P.o.のそれに比し，概して大きい傾向を示し

たのは，前者の畢丸が後者のそれに比し，明らかに前後

に長い特徴をもっていたととによるものと推察される。

以上の諸事実から，附図Eの 116, 118 （以上25日齢〉，

120, 121 " 以上初日齢）， 129, 130 （以上35日齢），133 

136 c以上45日齢）， 140, 143 （以上回日齢），147, 150 

〈以上65日齢〉を P.o.の定型的た皐丸，また，附図IV

の 165, 168 （以上25日齢）， 173, 174く以上30円齢〉，

175, 179 c以上 35日齢， 182, 185 （以上 45日齢〉，

187, 190, 192 c以上55日齢）， 197, 200 c以上65日

齢）をそれぞれ P.えの定型的な皐丸の形態であると筆

者は考えたい。

むすび

planimeterを用い種々なる日齢の白胤感染 P.o.なら

びに P.z：の虫体面積， ＃：丸面積（左右〉および卵巣面

積を測定し，次いて，皐丸面積（左＋右〉の虫体面積に

対する百分比，卵巣面積の虫体面積に対する百分比，さ

らに，皐丸面積ぐ左右平均〉／卵巣面積，虫体長径／皐

丸長径（左右平均〉の値i'；：.どを求め，両種の比較を試み

た。

とれら観察談所見の大要は次の通りである。

(1) 宰丸面積の虫体面積に対する百分’比は，25,

30, 35, 45, 55および65日齢の P.o.がそれぞれ7.30, 

8.23, 7 .57, 6.11, 6.99, 6.89%であるのに対し， P.え

では 10.08,9. 79, 10.92, 9.00, 8.59, 9.15 %で，P.ι
の皐丸は P.o.のそれに比し，明らかに大きい傾向があ

るo

( 2) 卵巣面積の虫体面積に対する百分比は， 25,

30, 35, 45, 55および65日齢の P.o.がそれぞれ1.48,

1.95, 2.15, 1.99, 1.85, 2.46%であるのに対し， P.えで

は1.47, 1.82, 2.12, 2.15, 1.75, 1.83%で，P.o.の卵

巣は P.Z:のそれに比し， 心持ち大きい傾向がある。

c 3) 卵巣面積を 1とし，それに対する皐丸の大き

さの比の値を求めたととろ，25, 30, 35, 45, 55および

65日齢の P.o.がそれぞれ 2.36, 2.15, 1.75, 1.52, 

1.85, 1.50倍であるのに対し， P.z.ては 3.52, 2.85, 

2.78, 2.08, 2.44, 2.54倍である。従って， P.えでは皐

丸が卵巣に比し著しく大きい傾向がある。

( 34 ) 
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( 4) 草丸の長径を 1とし，そ.fLに対する体長のよじ

の値を求めたと ζ ろ， 25, 30, 35, 45, 55および65日齢

の P.o. がそれぞれ6.06, 5.59, 5.61, 6.17, 5.37, 

7 .19倍であるのに対し，P.えでは 4.19, 4.48, 4.43, 

4.68, 4.34, 4.64倍て， P.えの華丸は P.o. のそれに比

し，明らかに前後に長い傾向がある。

( 5) 銭上 (1) (2)(3)(4)の諸所見から，

25, 30, 35, 45, 55および 65日齢の白煎感染 P.o. と

P.z：は，圧平標本によってち大体区別する乙とが可能で

あるといえる。ただし，例外に遭遇した場合には他の椋

徴，例えば卵の形態・性質などを参照することにより区

別の目的を達成することができる。

終 Pに臨み，御指導頂いた一色於菟四郎教授，種々御

教示に与った九大医学部宮崎一郎教授，本学の森田平治

郎教授，望月宏助教授，野田亮二助教授，御援助下さっ

た岡武哲学兄，荒川暗君に謹んで感謝の意を捧げる．

本研究の要旨は，第 27回日本寄生虫学会総会（1958一
一5-17. 岐阜）において発表された．
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Summary 

The comparisons of the dimensions between the 

testes and ovary were done with the flattened spe・

cimens of the various infective stages of the two 

species of lung－包uki回， Paragonimusohirai (P. o.) 

and P. iloktsuenensis (P.え）， which were obtained 

from white rats inoculated with their encysted lar-

vae. The differential diagnosis which is based on 

the results thus obtained was studied, and the sum-

mary is as follows ; 

( 1 ) The percentages of the dimensions of the 

testes to the body are 7.30, 8.23, 7.57, 6.11, 6.99 

and 6.89% in P. o. in contrast to 10.08, 9. 79, 

10.92, 9.00, 8.59 and 9.15% in R 九 withthe 25, 

30, 35, 45, 55 and 65 days old worms, respectively. 

These facts will suggest that the testes are deci-

dedly larger in P.えthanin P. o. 

( 2) The percentages of the dimensions of the 

ovary to the body are 1.48, 1.95, 2.15, 1.99, 1.85 

and 2.46% in P. o. in contrast to 1.47, 1.82, 2.12, 
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2.15, 1.75 and 1.83% in R 人 withthe 25, 30, 35, 
45, 55 and 65 days old worms respectively, These 

facts will show that the ovary is slightly larger 

in P. o. than in P.え

( 3 ) The ratios of the dimensions of the testes 

to the single unit of that of the ovary are 2.36, 

2.15, 1. 75, 1. 52, 1. 85 and 1. 50 in P. o. in contrast 

to 3.52, 2.85, 2. 78, 2.08, 2.44 and 2.54 in P. え，
with 25, 30, 35, 45, 55 and 65 days old worms 

respectively. These facts will suggest that the 

ratio of the testes to the ovary is markedly larger 

in P. i. than in P. o. 
( 4) The ratios of the t>ody length to the single 

unit of that of the testes are 6.06, 5.59, 5.61, 6.17, 
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5.37 and 7.19 in P. o. in contrast to 4.19, 4.48, 

4.43, 4.68, 4.34 and 4.64 in P.え， withthe 25, 30, 

35, 45, 55 and 65 days old worms respectively. 
These facts will suggest that the ratio of the length 

to the width of the testes is larger in P.えthan

in P. o. 

( 5) From the four items mentioned above, the 

25, 30, 35, 45, 55 and 65 days old worms of P. o. 
and P.人whichwere obatined from the inoculated 

white rats, may be able to be distinguished from 

each other even with the flattened specimens. In 

the exceptional cases, however, the other characters, 

such as the morphology and nature of the egg etc., 

must be referred to, in order to attain the objectw 

図版説明

これらの図はすべて圧平標本を背面より撮影した写真

をもとにして描かれた （本文の材料と 方法の項参照）。図

の左方は虫体の前方を意味し， 図内の数字は planimeter

による面積 の測定値を示 している。

附図 I 白鼠感染 P.ohz・raiの成虫の全形

1～6 15日齢 7～12 20日齢

13～18 25日齢 19～24 30日齢

25～30 35日齢 31～36 45日齢

37～43 55日齢 44～50 65日齢

附図 II 白鼠感染 P.iloktsuenens伐の成虫の全形

51～56 15日齢 57～62 20日齢

63～68 25日齢 69～74 30日齢

75～80 35日齢 81～86 45日齢

87～93 55日齢 94～100 65日齢

附図 III 白鼠感染 P.ohiraiの皐丸

101～106 15日齢 107～112 20日齢

113～118 25日齢 119～124 30日齢

125～130 35日齢 131～136 45日齢

137～143 55日齢 144～150 65日齢

附図 IV 白鼠感染 P.iloktsuenenszsの畢丸

151～156 15日齢 157～162 20日齢

163～168 25日齢 169～174 30日齢

175～180 35日齢 181～186 45日齢

187～193 55日齢 194～200 65日齢

附図 v 白鼠感染 P.ohiraiの卵巣

201～206 15日齢 207～212 20日齢

213～218 25日齢 219～224 30日齢

225～230 35日齢 231～236 45日齢

237～243 55日齢 244～250 65日齢

附図 VI 白鼠感染 P.iloktsuenensisの卵巣

251～256 15日齢 257～262 20日齢

263～268 25日齢 269～274 30日齢

275～280 35日齢 281～286 45日齢

287～293 55日齢 294～300 65日齢

附図 Iの 1, 同 IIIの 101, 同Vの 201は標本番号 1

の P.ohiraiの成虫全形，皐丸およ び卵巣を示 し，附図

IIの 51, [Fi) IVの 151, 同 VIの 251は標本番号 1の

P. iloktsuenensisの成虫全形， 皐丸および卵巣を示して

いる。以下同様。

( 36) 
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附図 I 
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附図 II 
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附 図 IV 

等急瞥殴怠P~ ミ安M ~ g合e

・ 1.0mm ・

争

争

ムム勾品」

( 40 ) 



昭和 34年 8月 (1959）〕 493 

附図 v 
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附図 VI 
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